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要旨：本聴解レベルの低い学習者は、単字レベルでの間違いや語の切り出しができないため、既

知語の聞き取りもままならない。一方、聴解レベルの高い学習者は、フレーズごとに理解してい

ると言われている。 

また、中国語話者は、一般に漢字依存が強く、読解は得意であるが聴解は苦手である。更に、

漢字、特に同根語を中国語音で黙読する傾向にある。 

これらの点を踏まえて、次のような聴解の方法を考案した。まず、表音文字であるひらがなを

用いたスクリプトを見せながら、音声を聞かせることにより、単字レベルの間違いを防ぐ。次に

句境界を答えさせることにより、イントネーションに注意させ、語の切り出しができるようにさ

せる。更に、ひらがなを漢字仮名交じり文に変えさせることにより、単語の意味を推測させ、音

韻と意味とのリンクを強化する。このような聴解練習を１年間行ったところ、学習者の聴解能力

は向上した。本稿はその報告である。 

 

キーワード：聴解練習 ひらがなスクリプト 既知語の聞き取り 分節化 フレーズ 

 

1. 初めに 

聴解能力を向上するための様々な研究が行われているが、注目を引く研究として、

O’Malley, Chamot, & Kupper (1989:429) の研究が挙げられる。その研究によると、聴解能

力の低い学習者は、一語一語理解しようとするため、わからない単語があると、聞くこ

とを停止するのに対し、聴解レベルの高い学習者は、フレーズごとに理解しようとする

点を明らかにしたことにある。このような研究成果を踏まえて、中村 (2003) では、学習

者に、一語一語ではなく、フレーズごとに理解させるために、フレーズとフレーズの間

にポーズの挿入を行って、聴解能力が向上するかどうかについての研究がなされた。こ

の研究の特徴として、一息で、話されるフレーズ（breath group）を参考に、ポーズの挿

入が行われた点が挙げられる。本稿においても、上記のような成果を十分踏まえた上で、

学習者にフレーズごとに理解させようとする研究について論じるが、方法としては、岡
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ノ谷（2003）の提唱した分節化1、つまり音声の流れをフレーズごとに区切る概念を取り

入れることにする。 

中国語話者は、書字から意味の認知はできるが、音韻から意味の認知ができないこと

が多いため、単語の音韻と意味のリンクを強化する必要がある。漢字の日本語音を表示

するのに振り仮名が用いられているように、ひらがなは音韻と意味を媒介するのに有用

である。しかし、ひらがなの各音は、無声化が起きたり、尾子音の「ん」が後続の子音

と同化したりと、音声上のゆれがあるにも関わらず、日本語教育の初期に、はっきりし

た発音で教えられるのみであることが多い。発音のゆれに慣れさせ、更に音韻と意味の

リンクを強化させるために、ひらがなスクリプトを見せながら、聴解練習をさせるとこ

とにする。 

本研究では、学習者に息継ぎに注意を払って、句境界を探すようにと指示をし、聴解

能力が向上するかどうかに限って、約 1 年間調査を行った。本稿はその報告である。 

 

2.これまでの聴解研究 

2.1. トップダウン処理とボトムアップ処理 

聴解に関する研究によれば、音声情報の処理はボトムアップとトップダウンという二

つの大きな側面から行われていると言えよう。まず、トップダウン処理とは聞き手の保

有している現実の世界や文法の知識などを活用して内容を理解するということである。

それに対してボトムアップ処理による聴解とは、各音素を理解して、次に単音、さらに

単語、句というように内容を理解していく方法である。 

聴解の授業においても、概ね、この二つの方向の情報処理を強化するような訓練が行

われている。トップダウンによる聴解を強化するためにニュースの背景などについて説

明してから学生に聞き取りを行わせる方法がとられている。 

一方、ボトムアップ、特に単音レベルの聞き取りを強化するために、清濁や長短など

のミニマルペアを用いた聴解練習がよく行われている。更に、教師が予め教えた語彙か

ら、文の意味を推測させるという方法も取られている。 

ボトムアップの練習の中で、単音レベルの聴解練習は、あまり効果的であるとは思わ

れない。留学経験のある学生でも、清濁を間違えるように、限られた時間内で、清濁を

会得させることは、難しい。また、単音レベルの違いは、文脈からわかることがある。

例えば、「帰ってきたと思ったら、＿＿出かけた」の空白に入るのは、「まだ」ではなく、

「また2」である。更に、日本語の音韻ルールを教える方が、効果的である場合もある。

例えば、日本語では、促音のあとは、外来語でないかぎり、清音がくる。外来語でも、

「バッグ」のような使用頻度の高い語は、「バック」と清音化することもある。学習者に、

促音の後は清音となることが多いというような音韻ルールを教えた方がよいと思う。 

 
                                                        
1 分節化については、第 3 章第 1 節で詳しく述べる。 
2 中国語話者の多くには、「また」が「まだ」に聞こえるようである。 
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2.2. 聴解レベル 

Ross（1997: 222）は、学習者を聴解のレベルによって、分類した。Ross（1997: 222）

は、日本人の英語学習者にテープを聞かせながら、関連した絵を選択させる実験を行っ

た。その実験では、学生に「空の旅が行われる以前における海外旅行をするための唯一

の方法」という内容の音声を聞かせ、「飛行機」や「船」などの絵を選ばせた。その結果

により、次のように聴解のレベルを 8 段階に分類した3。 

(1) レベル 1 (Noise) の学習者は、テープが早すぎる、長すぎる、全く知らない語のみ

だなどの理由で、１つの音素すら聞き取ることができない。 

(2) 次に、レベル 2 (Distraction) の学習者は、音声を聞きながら、マッチした絵を選ぶ

というタスクが過重負担であるため、絵を選ぶ前に、次の音声が流れてくるという

ことになり、タスクを継続することができない。 

(3) そして、レベル 3 (Syllable restructuring) の学習者は、音の流れを音節ごとに、切

り出すことが困難で、例えば、“I seem” を“ice” と区切ってしまう。 

(4) また、レベル 4 (Syllable identification) の学習者は、1 音節、たとえば、“wash”を

聞き取ることができ、それに基づいて絵を選ぶ。 

(5) さらに、レベル 5 (Key word association) の学習者は、１つのキーワードを聞き取

り、それに基づいて絵の選択を行う。 

(6) そして、レベル 6 (Linked by words) の学習者は、2 つ以上のキーワードを聞き取る

ことができ、それに基づいて絵を選択する。 

(7) レベル 7 (Phrases) の学習者は、前置詞などを含んだ句を聞き取ることができ、絵

の選択を行うときに誤答の絵を減らすことができるため、正しい答えを選択する率

が高い。 

(8) 最後に、レベル 8 (Complete Images) の学習者は、文をほぼ完全に聞き取ることが

できるので、正しい答えを選択する。 

2.3. 聴解ストラテジー 

次に、水田澄子 (1996) は、日本語母語話者と中国語を母語とする学習者に日本人向け

の講演テープを聞かせて聴解に用いるストラテジーについて調査した。その研究に参加

した中国語話者は日本語検定１級合格レベルであったが、半数以上が、単音または単語

の認知に問題があったため聞き取れなかった。また、聞き取れなかったときに、とった

ストラテジーの中で一番多かったのは、問題を特定し、それ以上何もしないというので

あった。次に多かったのは、問題を特定後、文脈を基に推測を行うというストラテジー

であった。 

そして、この文脈を基に未知語の意味を推測するストラテジーを学習者に教えようと

いう試みが早稲田大学の日本語研究センター (吉岡 2008) によって行われている。そこ

では、教師は未知語を、直ちに教えることをせずに、まず、学習者に推測するように指

                                                        
3 下記の分類は、Ross (1997) によるものであり、原文は、英語であったものを筆者が日本語に翻訳したも

のである。 
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示することによって、学習者にこのストラテジーを習得させる。推測した語は、辞書に

よって覚えた語より長く記憶されるからである4。 

ところが、聴解レベルの低い学習者は、次に述べるスワン彰子 (1989）の報告にある

ように、単音レベルで間違えたり、分節化を正しく、行えなかったりするため、未知語

のみではなく、既知語を認知することも難しいのである。 

2.4. 学習者による間違い 

スワン彰子 (1989: 117) は、中国語話者や韓国語話者に対するニュースを用いた聴解指

導について報告しており、その報告のなかで、学習者の聞き誤りの様々な例を取り上げ

ている。氏によれば、まず、母音が連続している場合に二番目の母音「い」を聞き落と

すことが多いと言う。中でも、ピッチが変化した場合に間違えやすいことを取り上げて

いる。さらに、外来語の練習の強化が必要であると述べている。また、よく知られてい

る清濁、長短、促音、撥音などの聞き誤りに加えて、語境界の誤りについても報告して

いる。例えば、「瓦礫と化す」を「瓦礫、溶かす」と聞き誤った例や「アルコール度も」

を「アルコールどうも」と助詞を含めて一語と理解した例などがそれに当たる。 

さらに、学生が書字から認知できる単語を、音声から認知するのが困難であることが

多いと言ったとのことである。これは、既知語の認知に問題があることを示唆している。

この問題を筆者に認識させた出来事が起きた。ある学生に、「しゅふ5」と言ったところ、

最初、理解できなかったが、「家で料理や掃除などをする人」と説明したところ、「しゅ

ふ」と言った様子から、「主婦」という単語は知っていたが、筆者が言った言葉を認知で

きなかったようである。このように、聴解能力のあまりない学習者にとっては、既知語

であっても、音声からの認知は、相当難しいようである。この単語の認知についての研

究を次に紹介する。 

2.5. 語の認知に関して 

中国語話者が読解は得意であるが、聴解は苦手であるということを裏付ける研究結果

がある。小森和子 (2006) は、中国語話者と韓国語話者を対象に読解と聴解において、書

字が中国語と日本語で同じである同根語と違う非同根語による内容理解度の違いを調査

した。中国語話者は、読解において同根語効果が見られたが、聴解では見られなかった。 

また、台湾人日本語学習者が中国語音で同根語を読んでいるということが邱學墐 

(2002) の研究で判明した。邱學墐 (2002) は、台湾人の日本語能力試験１級２級合格者

を対象に同根語と非同根語を使用して、同音異義語6による反応の遅れ、また、正解率の

違いがあるかどうかについて、実験を行った。その結果、同根語であっても、反応の遅

れが見られなかった。これらの結果から、中国語話者は、同根語を中国語音で黙読して

                                                        
4 『日英の言語・文化・教育―多様な視座を求めて』日英言語文化研究会 2008: 329 
5 「主婦」の「ふ」は、英語の“f”と違い両唇音である。また、筆者の“u”は非円唇であるが、中国語は、円

唇である。しかし、無声化はしていなかった。 
6 邱(2002)の例に「電灯」と「伝統」がある。これらは、日本語音では、「でんとう」だが、中国語音では、 
“diandeng” と“chuantong”（ピンイン）と発音がかなり違う。日本語音で考えると反応に遅れが生ずるが中

国語音では遅れが生じない。 
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いるとの結論を導いた。 

邱兪瑗 (2007) は、台湾人日本語学習者を対象に高頻度語7の聴覚的認知について実験

を行った。被験者は、日本在住の日本語能力試験１級合格者、及び台湾在住の１級合格

者と２級合格者である。その結果、ひらがな単語がカタカナ単語や同根語より早く認知

されるとの結論を得た。このことは、ひらがなが音韻と意味をリンクさせるのに有効で

あることを示している。また、台湾在住の日本語学習者の場合、同根語の認知が非同根

語より遅かった。これらの研究は、中国語話者に対して、単語の音韻と意味をリンクさ

せる練習の必要性を示している。 

聴解による認知に関しては、ほかにも問題がある。日本語の漢字の読みは、一通りで

はない。例えば、「行」を、「行者」では、「ぎょう」、「孝行」では、「こう」、「行灯」で

は、「あん」のように漢単語としての発音だけで、３通りある（山口仲美 2006: 212）。ま

た、「観音」の「音」を「のん」(山口仲美 2006: 149）と読むような連声が、聴解による

語の認知を難しくする。このような読みに慣れさせるためにも、ひらがなスクリプトを

用いた聴解練習を必要である。 

2.6. ひらがな 

本稿は、ひらがなスクリプトを用いた聴解練習についての報告であるので、ひらがな

教育についても紹介する。浅田和泉 (2002) によると、 漢字圏で行われているひらがな

教育は、教師がひらがなを１字ずつ、読み、学生にリピートさせるという方法が多く取

られている。その後、単語についても、同じように発音練習が行われる。また、教師が

読んだひらがなや単語を学生に書きとらせる練習も行われている。 

聴解において、ディクテーションの際にひらがなで書かせることは、行われているが、

全文をひらがなのみで書かれたスクリプトを用いた聴解練習は管見の限り、皆無である 8。

また、聴解の問題には、ディクテーション以外では、絵や数字、更に音声の中から選択

させるものが多い。文字から選ばせる質問もあるが、初歩のものを除き、漢字仮名交じ

り文である。 

更に、聴解のテキストに、ひらがなスクリプトはほとんど用いられていない。例えば、

『初級聴解練習毎日の聞き取り 50 日』(宮城幸枝 1999) や『わくわく文法リスニング 1』

(小林典子ほか 1995) のスクリプトは振り仮名つきの漢字仮名交じり文である。このため、

ひらがなスクリプトを見ながら聞くということはあまりないと思う。本研究は、ひらが

なスクリプトを用いた点で他に類をみない聴解研究である。 

2.7. 初級レベルにおけるニュースを用いた聴解 

聴解の教材として、ニュースを用いることが広く行われている。ニュースは未習の語

彙が多いため、上級者用と思われがちであるが、岡崎 (1993) においては、初級の学習者

                                                        
7 『NTT データベースシリーズ 日本語の語彙特性 頻度』(1999) によって、選定された。低頻度語につ

いての調査もなされたが、結果は、語種による違いが観察されなかった。本稿では、低頻度語の結果は、

聴解レベルの低い学習者にとってそれほど重要でないと思うので割愛する。 
8 台湾で発行された『３隻耳學新聞日語』(2004) に、ひらがなとカタカナで書かれたスクリプトの一部を

空白とし、聴解練習を行わせる問題がある。 
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を対象にラジオニュースを教材に聴解の授業を行い、ニュースを聞かせる前に、語彙を

教え、聴解練習を行ったところ、聴解能力があがったという報告を出している。 

 

3. 分節化 

3.1. 分節化とは 

前章で述べた分節化とは、音声を意味のあるフレーズ、または単語に区切ることであ

る。聞きなれない外国語を聞くと、語の始まりと終わりがわからないことが多いが、し

ばらくすると、語を切り出せるようになる。また、岡ノ谷 (2003) によると、生まれたば

かりの新生児は、継続した音声から、語境界や句境界を見つける学習を行っている。新

生児は、連続した音声を聞きながら、どのようなパターンが多いかについて、情報を蓄

えていく。日本語の分節化習得に関する研究 (林 2003) によると、2 音節 3 モーラ語9と

3 音節 3 モーラ語を生後 4～6 ケ月の乳児は弁別できなかったが、8～10 ケ月の乳児が弁

別できたということである。つまり、ネイティブスピーカーでも、分節化ができるよう

になるのに、約 1 年弱かかる。 

乳児が音声を聞きながら、分節化を行うための分析を行う必要があるように、学習者

も外国語を学ぶ折に、音声を聞く必要がある。筆者の経験であるが、英語でニュースを

聞き始めた当初、一語も聞き取れなかった。さらに、英語のニュースの開始と同時に寝

入り、終了と同時に目が覚めるような状態が続いたが、英語のニュースを聞き続けた。

日本語になると目が覚めたことから、聞いていたのであろう。つまり、この半睡半眠の

状態で、英語のパターン10の分析を行っていたと考えられる。 

また、第 1 言語習得と比較すると、第 2 言語習得に時間がかかることはよく知られて

いる。Driscoll (1999) によると、Vilke は、外国語をマスターするために、1000 時間以上、

聞く必要があると推計したということである。 

前述の Ross (1997) の研究におけるレベル 3 (Syllable restructuring) の学習者は、音節

の正しい境界を見つけることができなかった。つまり、分節化ができなかったのである。

このように外国語の分節化は難しく、この分節化ができるようになると、句境界がわか

るようになり、ひいては、フレーズごとに意味を理解することができるようになると思

われる。 

3.2. 語句の境界におけるイントネーション 

日本語の文法上の単位である文節には、名詞と助詞で、構成されている名詞句や動詞

句などがあるが、文節の境界には、音声的な特徴が観察されることが多い。日本語の音

声の境界には、アクセント句境界、イントネーション句境界 (五十嵐ほか11 2006: 348) が

ある。アクセント句とイントネーション句の違いは、対象とする句のピッチのレンジが

先行する句のピッチレンジより、縮小する（ダウンステップ）か、それとも、拡大する
                                                        
9 2 音節 3 モーラ語は、特殊拍、つまり、撥音、長音、促音などを含む。 
10Cutler and Noris (1988)があるコーパスの語について調査したところ、75％の語が語頭に強勢アクセントが

あったという。そのため、英語の語の切り出しは比較的容易である。 
11 『日本語話し言葉コーパス』には、形態素の境界を示す語境界もある。 
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（ピッチリセット）かによる (五十嵐ほか 2006: 420)。 

このイントネーション句が文法上の句と一致することが多いことを示すために、波形

図とピッチを下記の図 1に示して置く。句ごとの境界線を縦線で示した。 

この波形図によると、トピックを示す「台湾では」とつぎの「きょうから」の間のポ

ーズが長い。また、「台湾では」で下がったピッチが、次の「きょうから」で、再び、上

がっている、つまり、ピッチがリセットされていることが明らかである。ゆえに、「台湾

では」と「きょうから」は、それぞれイントネーション句である。 

一方、「公共の」と「場所での」の間に、ポーズがなく、また、ピッチも、次第に下が

っているので、「公共の」と「場所での」はそれぞれアクセント句であり、両句で構成さ

れた「公共の場所での」は、イントネーション句である。文法的に、「公共の」が「場所

で」を修飾しており、これらの文節で名詞句を構成している。このように、「公共の場所

での」は、文法上の単位であると同時に、音声上のイントネーション句でもあるという

ように、文法と音声の句境界が一致している。 

また、「禁止する」と「法律が施行されました」の間に、ポーズがなく、また、ピッチ

も、ゆっくり下がっていることから、「禁止する法律が施行されました」がイントネーシ

ョン句である。ここでの「禁止する」は、「法律」を修飾していることから、名詞句の構

成要素である。このように修飾語と被修飾語の間にポーズがないことが多い。 

 

図 1 文法上の境界と音声上の境界の一致（波形図とピッチ）12 

ここで示したように、文法上の境界では、音声上でも変化が起きることから、ポーズ

やピッチに注意を払うことは聴解の重要な要素となることが明らかであろう。 

また、イントネーションだけではなく、アクセントも、語境界を見つけるのに、非常

に役に立つことは言うまでもないことであろう。周知の通り、日本語では、１拍目と２

拍目の高さが違う。そのために、当初は、語境界がわからなくとも、聞きなれると、語

境界におけるピッチのパターンを認識し、語を正確に切り出すことができるようになる

はずである。特に中国語話者は、四声のため、ピッチに敏感であるので、慣れると、語

境界を比較的容易に認識できるようになり、分節化が可能になると考えられる。 

結論を先取りして言うと、このようにイントネーションやポーズなどの音声情報に学

生の注意を向けさせ、フレーズごとに理解するように促していくと、聴解能力を向上さ

せることに繋がっていくと思う。 

                                                        
12 ここで提示した図は、筆者が NHK 動画ニュース『台湾公共の場所での喫煙禁止』 (2009.1.11) から、音声

を抽出し、その音声を Praat で作成したものである。ウィンドウの長さは約 6.5 秒 
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3.3. 聴解における辞書の使用 

読解には、辞書を使うことができるが、聴解では、辞書を使えないということが言わ

れているが、単音を正しく、聞き取ることができ、語境界がわかれば、聴解においても、

辞書を使って、意味を知ることができる。筆者の英語についての経験であるが、ある程

度、英語を聞き慣れた後に、ニュースを見ながら辞書を引いて意味を調べたことが何度

もある。また、日本語能力試験 1 級合格者にニュースを聞きながら、辞書を引いたこと

があるかどうかと聞いたところ、あるという答えであった。但し、辞書を引くためには、

単音レベルで正確に聞き取れることと語境界がわかることが必要となる。 

 

4. 研究方法 

初級から中級レベルの日本語学習者は、スワン彰子 (1989） の報告でもあったように、

単音レベルでの間違いが多いことはだれしも予測ができる。さらに、中国語話者の場合、

読んでわかる単語が聞いてわからないということも同様であろう。これは、単音レベル

で、正確に聞き取ることができないことや語境界がわからないことが原因で生じる問題

であることも容易に推察できよう。 

そこで、本稿では、音声を聞かせながら、ひらがなによるスクリプトを見せる、つま

り、目からのインプットを与えることにより、単音レベルでの聞き取りが、正確にでき

るようになるのではないかと想定し、実験を試みた。また、ひらがな表示を見ながら、

音声を聴くと、第２章１節で述べたような日本語の音韻ルール、例えば、促音の後には、

清音がくることが多いなどを認識することができるのではないだろうか。更に、この練

習は、ひらがな表示された単音を組み合わせて、一段階上の語レベルの聴解練習、つま

り、ボトムアップによる聴解練習としても利用できる。 

また、音声におけるフレーズは、文法上の句と合致することが多いので、文の理解を

深めさせるために、学生にポーズとイントネーションに注意を払わせようと考えた。そ

こで、スクリプトのひらがなに番号をつけた上で、フレーズ13の終りの番号を書くとい

う方法、つまり分節化を試みさせることにした。これにより、学生は、イントネーショ

ンに注意を払うだけではなく、音声をひらがなと対応させることができるようになる。 

 

                                                       

さらに、ひらがなを漢字仮名交じり文にするようにという指示を与えた。既知の単語

を聞き取ることも難しい学習者であっても、ひらがなを手掛かりに知っている単語を聞

き取ろうと努力すると考えたからである。また、漢字にするためには、内容に応じて同

音異義語の中から、適した漢字を選ぶ必要14がある。言い換えれば、内容についての推

測なしには、漢字仮名交じり文にすることは、できない。

この学習者に与えるスクリプトの表記の方法については、後ほど第４章２節で詳しく

説明する。 

 
13 このフレーズは、ポーズが比較的長く、ピッチリセットの起きるイントネーション句のことである。 
14 同音異義語の例に「六階」と「六回」がある。例：「ろっかいの屋上で遊んでいて」(『小学生マンショ

ンで転落死』 NHK動画ニュース 2009.3.21) 
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4.1. マテリアル 

マテリアルのスピード、ニュースの既知性、ジャンルについて、考慮する。 

(1) まず、スピードについてであるが、視聴覚教室で、行うため、最初、スピード

の調整は行わなかった。また、第１学期、及び、第２学期の初めは、学生が途中で

止め、繰り返し聞くことを許した。しかし、それでは、聴解能力の向上に結び付か

ないと思い、第２学期の３週目から、筆者が一方的に流すようにした。同時に、

Audacity 15を用いて、スピードを調整した。調整の理由は聞きながら、目で文字を

追うというタスクは、負担が多いと考えたからである。また、同じニュースを 7，

8 回聞かせるが、各回の間に 1 分の休止時間をおいた。  

(2) 次に、既知のニュースと未知のニュースでは、どちらの方が、聴解能力の向上

に役に立つかについてであるが、既知のニュースだと、トップダウンによる聴解が

利用でき、内容がわかるため、未知語の意味を推測することが可能であると思う。 

既知のニュースの例は台湾に関するニュースである。学生は既にニュースの内容

を知っているため、台湾に関するニュースだと、現実の世界に対する知識があるの

でトップダウンによる聴解を行うことが可能である。 

(3) 最後に、ジャンルについてであるが、学生に、見たいジャンルについてアンケ

ートをとったところ、文化ニュース、次に社会ニュースという希望が多かった。 

筆者は、殺人などの殺伐としたニュースをわざと避けていたが、アンケートに、自

分で見た殺人のニュースがおもしろかったと書いた学生がいたので、三面記事的な

ニュースも入れたほうがよいと考えを変えた。特に、２週続けて、違う殺人事件の

ニュースを使用すると、最初の週は、知らない単語が多くても、次の週には、わか

る可能性が高くなる。さらに、反復練習の効果により、２週連続して同じ単語を違

うニュースで聞くことによって、記憶に残る率が高くなることが十分想定される。 

ヨミウリニュースポッドキャストには、社説の朗読があって、聴解レベルの高い

学生には、参考になると思われる。しかし、以前、ヨミウリニュースポッドキャス

トの「読売寸評」の朗読を利用したことがあるが、未知語が多くて、難しかったよ

うである。 

さらにニュースではないが、アニメの音声のみを使用してもよいと思われる。た

だ、アニメの音声は、短い台詞が多く、分節化に役に立つのかどうかには疑問であ

るが、抑揚が大きく、わかりやすいのではないかと考えられる。また、学生はアニ

メだと喜んで、熱心に聞くという点を考慮に入れると、プラスになるのは間違いな

さそうである。さらに、ポッドキャストには、文学作品も含まれているので、それ

らを利用しても参考になると思われる。文学作品についても、未知語の割合に気を

つける必要があると思う。 

利用可能なマテリアルには、インターネット上にある NHK の『ラジオニュース』や『ヨ

                                                        
15 Audacity の使い方や動画ニュースから、音声ファイルを抽出する方法については、「日本語ニュース聴

解教授法」（白井 2008）に詳細に述べてあるので、参照されたい。 
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ミウリニュースポッドキャスト』さらには、動画ニュースから抽出した音声などが挙げ

られる。 

このうち、『NHK のラジオニュース』については、スピードが「ふつう」、「ゆっくり」、

「はやい」の３種類があり、また、『朝 7 時のニュース』、『正午のニュース』、『夜 7 時

NHK きょうのニュース』、『NHK ジャーナル』と４種類が提供されている。スクリプト

がないので、文字化するのに、時間がかかるが、動画ニュースに内容の同じものが含ま

れていることが多いので、参考にすることはできる。 

『ヨミウリニュースポッドキャスト』には、社説やニュース以外の記事などもあり、

トピックが豊富である。しかし、やはりスクリプトがないので、文字化する必要がある。 

『NHK 動画ニュース』では、内容を短くまとめたものが最初に提示され、その後、詳

しい状況などが説明される。『NHK 動画ニュース』は、ほかの動画ニュースに比較して、

長く、同じ言葉が繰り返されることも多いので学生の聴解能力の向上に有益であると考

えられる。そして、『FNN ニュース』や『ANN ニュース』は、音声とスクリプトがほぼ

一致しているので使いやすい。また、『日テレニュース 24』の動画ニュースは利用期間

が長いので、学生に予習や復習をするように指示できる。更に、JNN 系列の地方ニュー

スには、RKB による『お掃除を楽しく学んで』 (2009.3.31) のようなやさしい語を使っ

たニュースもある。 

動画ニュースには、目撃者などの話に間投詞が多いというような問題点もあるが、筆

者は、目撃者の話を削除することによって解決している。 

4.2. マテリアルの提示方法 

マテリアルの提示についてであるが、表 1のように、ひらがな表示し、その下に番号

をつける。そして、助詞「は」、「を」、「へ」などは、発音どおり、「わ」、「お」、「え」と

表示し、さらに外来語もカタカナではなく、ひらがなで表示する。しかし、「経営者」な

どを「けーえーしゃ」と発音していても、意味の推測及び漢字の読み方に慣れさせるた

めに、「けいえいしゃ」と表示する。 

 

わ た し わ か な だ の だ い が く え い き た い そ れ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

表 1 マテリアルの提示方法16 

  

表

表

                                                       

 1において、4 の「わ」、13 の「え」は、助詞「は」と「へ」であるが、このように発

音通り、「わ」と「え」と表示する。また、5、6、7 の「かなだ」は、外来語の「カナダ」

であるが、ひらがな表示する。 

 1を見ても、どこが語境界、句境界であるかは、直ぐにわからないであろう。しかし、

聞きながら、目で字を追うと、語境界、句境界がわかる。更に、天気予報にあった例で

 
16 この文は筆者が作成したため、音声はない。 
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あるが、「ですねこの」という音の連なりがあった。これは２個のフレーズから構成され

ているが、境界が「す」の後か、「ね」の後かは、音声を聞かないとわからないであろう。

この例では、図 2に示したように、「ね」の後にポーズがある。 

 

図 2 聞かないとわからない例 ウィンドウの長さ：1 秒強 『夜 7 時 NHK ラジオニュ

ース』(2008.1.10)より 

4.3. 指示 

学生に対する指示であるが、表 1の例を用いて説明する。まず、フレーズの終りを見

つけるように指示する。1 から 4 の「わたしわ」が、名詞句であり、5 から 13 の「かな

だのだいがくへ」も、名詞句である。次の 14 から 17 の「いきたい」が動詞句であるの

で、フレーズの終りは、4、13、17 となる。 

次に、助詞と思われるひらがなの訂正を行うように指示する。4 の「わ」を「は」に、

13 の「え」を「へ」に直させる。次に、外来語をカタカナに （例：かなだ →カナダ）、

また、漢字に直すように（例：だいがく→大学）指示する。 

これは、聞いた言葉から、意味を推測させるのが目的であるので、間違えても減点は

しないで、正しく推測した場合に、点を与えている。さらに、最初のうちは、推測を奨

励するために、単語の一部を正しく、推測したら、点数を与えるようにしていた。 

ひらがなで書かれた文をカタカナや漢字に直すことが内容の推測とはならないという

意見もあり得る。確かに、日本語と中国語の意味は必ずしも、同様ではない。しかし、

前述のように、読んでわかる文も聞くとわからないという学生が多いので、漢字で書く

ようにと指示することは、内容についても十分推測させることになる。そして、前述の

ように、既知語を聞き取ることができない学習者が、文字を目で追いながら、漢字に直

すというタスクを通して、既知語の音韻と意味をリンクさせることができるようになる

と思う。 

この学習方法では、学習者が、ひらがなを見ながら、聞くことが大事である。そのため、

学習者に、聞かないでフレーズの終りの番号を書くと減点するとあらかじめ言っておく

とよい。学習者が聞かなかったと思われるときには、波形図やピッチ図を見せ、減点を

納得させる。 

4.4. 期待される効果 

この方法によって、次のような効果があると期待される。 

(1) 単音レベルで正確に聞き取れるようになる。 

(2) 既知語の音韻と意味をリンクできるようになる。 
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(3) イントネーションに注意を払うようになり、その結果、フレーズごとに理解するよ

うになる。 

(4) 未知語の意味を推測しようと努力するようになる。 

(5) 単音レベルで正確に聞き取れ、分節化ができるようになった後に、未知語の意味を

辞書で調べることができるようになる。 

4.5. 授業の流れ 

この実験は、「新聞日語聴解」、つまり、ニュースの日本語という授業17の一部として

行っている。授業の流れは、まず、小テストを行う。 

 

                                                       

小テストには、実験に使っているマテリアル以外に、教科書の単語、ならびに日本語

能力試験の模擬テストの問題を加えている。教科書の単語については、ニュースを聞か

せながら、日本語とその中国語訳を書かせる。模擬テストは、第 1 学期に 2 級を用い、

第 2 学期には 1 級の問題を用いている。実験に使ったニュースは、1 分前後、字数にし

て 500 字未満である。小テストの前に、ニュースのひらがなスクリプトを、各学生に 2

枚ずつ与える。そのうち、1 枚をテストの回答として、回収する。 

その後、筆者は、黒板に単語の始まる数字、例えば、表２の「カナダ」なら、“5”を

書き、学生たちに、漢字やカタカナで板書するように指示する。板書した学生には、点

数を加算するので、学生たちは、喜んで答える。 

わからなかった単語は、教師である筆者が板書し、簡単な説明をする。その後、教科

書に沿った授業を行うが、学生は、すすんで答えるために、授業ははかどる。 

 

5. 結果 

このような聴解練習をほぼ一年間続けた結果について報告する。 

5.1. 日本語能力試験練習問題の結果 

この研究に参加している学生たちの聴解能力の向上を測るためにテスト18を行った。

テストは、9 月 11 日と 6 月 11 日に実施した。テストの問題は市販のもので、同じもの19

を使用した。テストの内容を、表 2に示す。

 

 
17日本語学習歴 3 年程度の学生が対象である。台湾では、9 月から、翌年 1 月までが、第 1 学期、2 月末か

ら、7 月初めまでが第 2 学期である。 
18 このテストでは、スピード調節は行わなかった。しかし、学生は、自分で、遅くしたり、途中で止めた

りすることが出来る。 
19同じ問題であるが、最初のテストの後に、解答を教えなかった。更に、約 8 ヶ月の間が空いており、前の

テストについて覚えていなかったであろう。 
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表 2 試験問題の内容 

テスト問題の 3 級20の例（回答欄：時計の絵、7:10, 7:30, 7:40, 7:50） 

問：男の人と女の人が話しています。映画は何時から始まりますか。 

女：まだ、出かけなくていいの？男：え、今何時？女：7 時 10 分前よ。男：あ、大変だ。

あと、40 分で映画が始まっちゃうよ。行ってきます。 

この質問の正解者は最初のテストでは 2 人であったが、2 回目では、6 人であった。 

参加者 15 人21の成績は表 3のようである。13 人の成績が良くなった。中でも学生 5 の

向上は著しい。だが、学生 14 は、成績が悪くなり、学生 2 は変化がない。 

 

 学生 1 学生 2 学生 3 学生 4 学生 5 学生 6 学生 7 学生 8 
前 8 10 7 12 3 7 10 10
後 12 10 9 15 15 10 12 17
 学生 9 学生 10 学生 11 学生 12 学生 13 学生 14 学生 15 合計 
前 4 7 6 11 6 12 15 128
後 6 14 9 16 7 9 18 179

表 3 成績の変化 22 題中の正解数 

 

また、全体の成績をボックスプロットにすると、図 3のように、違いが明らかである。 

 

図 3 訓練前と訓練後の成績の変化 

                                                        
20 『あなたの弱点がわかる！日本語能力試験 3 級模試ｘ2』(日本語テスト協会 2005)より。他に『実力ア

ップ！日本語能力試験１級聴解問題』のシリーズからの問題を多く採用した。 
21 この研究に参加した学生は、30 人弱である。しかし、前期と後期で履修者が少し違った。また、最初の

テストを、学期の最初の授業の日に行ったところ、休んだ学生が多かった。ここでは、両方のテストに参

加した 15 人のみについて、報告する。 
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更に、対応のあるサンプル t 検定を行ったところ有意差が見られた（t= 3.806, df=14, 

p=0.02）。このようにこの訓練を行った結果、学生の聴解能力は向上した。 

レベル別に変化を見てみると、3 級レベルの平均正解率が 30％から 52％、2 級レベル

が 45％から 63％、1 級レベルが 41％から 48％とそれぞれ、伸びている。伸び率は、3 級

が 72％、2 級が 40%、1 級が 18％であった。3 級の伸びが著しいことから、やさしい問

題に確実に答えられる学生が増えたことを示している。 

5.2. 分節化 

分節化についてであるが、学生は、以前よりも、正確に単語の切り出しができるよう

になった。第 3 章 2 節で述べたように、修飾語と被修飾語の間には、ポーズやピッチリ

セットがない方が多いが、聴解練習を始めた当初、学生達は音声を聞くことなしに、動

詞末尾の「た」や「る」をフレーズの終りと、答える学生が多かった。ところが、第 2

学期目では、境界を正確に答える学生が増えた。附録 1 に学生の回答例を示したので、

参照していただきたい。 

5.3. 助詞について 

練習初期には、スクリプトで、「わ」や「お」や「え」を探し、それを「は」、「を」、

「へ」とする学生がいた。しかし、第 2 学期目の終りの頃には、ほぼ正確に助詞のみを

訂正する学生が増えた。助詞は、アクセント句の終りにあるので、このことは、アクセ

ント句の境界を認識できることを意味する。 

5.4. 漢字 

次に、聞き取れるようになった漢字について報告する。 

(1) 約 1 カ月後（10 月 16 日）『ヨミウリニュースポッドキャスト』(2008.3.12) 

このような聴解練習を始めてから約 1 ヶ月後の 10 月 16 日のテストで、聞き取れた単語

は、ひらがな記述があっても、多くはなかった。この日、使用したのは、映画「サウン

ド オブ ミュージック」で有名なエーデルワイスのハウス栽培が可能になったという

ニュースであった。このニュースに出てくる「映画」は、1 年生で習う単語であるが、

23 人中、7 人、全体の約三分の一のみが、回答した。また、「いちがつ」を「1 月」と記

入した学生は、23 人中 4 人とかなり少ない。 

(2) 約 2 カ月後（11 月 13 日）『NHK ラジオジャーナル』(2008.7.7) 

約 2 ヶ月が経過し、この聴解練習に学生が慣れてきたのか、書ける漢字が増加してい

る。この日、使用したのはサミットが開かれる国際メディアについてのニュースであっ

た。24 人中 13 人が「大きな」を、10 人が「大変」を、8 人が「10 分」を漢字で記入し

た。また、「北海道」は交換留学する大学が北海道にあるためか、8 人が記入した。しか

し、同根語であっても、4 級の「外国」は、1 人、3 級の「世界」は、3 人だけが漢字で

記入した。 

(3) 約 3 カ月後（12 月 18 日）『ヨミウリニュースポッドキャスト』(2008.1.31) 

この日、使用したのは、東京と大阪で禁煙に対する考え方が違うというニュースであっ

た。ニュースの読み上げ方が、話しかけるような調子であったためか、わかりやすかっ
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たようである。22 人中 17 人が、「東京」や「大阪」を、15 人が「全面」を、10 人が「多

く」と「場合」を漢字で記入した。その一方で、「多く」を「大く」と書いた学生も 2、

3 人いた。 

(4) 約 7 カ月後（4 月 30 日）『ギョーザ手作りする家庭増加: NHK ニュース』(2009.1.30) 

使用したのは、毒入り餃子事件後、手作り餃子を作る人が増えたというニュースであ

った。23 人中 16 人が、「事件」を、15 人が「民間」を、14 人が「調査」を漢字で記入

した。これらの単語は、日本語能力試験の 2 級レベルの単語である。また、3 級レベル

ではあるが、和語である「比べて」を 14 人、「行った」を 13 人が漢字で記入した。この

ことから、学生の聴解能力が向上していると思う。 

5.5. 中国語の使用 

日本語の漢字ではなく、中国語を書いていることも少なくなかった。例えば、「三日間」

を「三天」、「1 メートル」を「1 公尺」、「金を出せ」の「金」を「銭」と回答した。また、

「送迎」は、中国語で、「接送」であるが、日本語と中国語では、漢字の順序が反対とな

る語も多いため、「送接」と書いた学生が 3 人いた。これは、未知語の推測をしているこ

とを示している。更に、「マンション」と「公寓」、「転落」と「跌落」というように日本

語と中国語を書いた学生もいる。これは、ニュースの内容を理解していることを示して

いる。 

5.6. 外来語 

外来語は、和語や漢語と違う特徴がある。例えば、長音記号が使われるのは、外来語

だけであり、促音の後に有声音が来るのも、外来語だけである。そのため、日本人はひ

らがな表示でも、外来語だと認識できるし、聴いても外来語と認識できるであろう。し

かし、学生には、最初、むずかしいようであった。特に中国語話者は、外来語がすきで

はない。また、カタカナを覚えていない学生もいた。しかし、使用していた教科書、『ニ

ュースからおぼえるカタカナ語 350』(1999) が、外来語を紹介していたこともあり、以

前よりは、外来語をカタカナで書くようになってきた。 

5.7. 聞く回数 

外国語の聴解において、最初あやふやだったことが、二度目にはっきりしたり、また、

最初聞き落したことを二度目に聞き取ったりというようなことがあり、何度も聞くこと

は、聴解能力の向上に役立つ。それにも関らず、以前、違う学生で同じレベルの聴解の

クラスを教えた時に、学生は、一度聞いたら、それ以上聞きたいとは、言わなかった。

それどころか、聴解の授業だというのに、注意をしないとヘッドホーンを外していた学

生もいた。しかし、この聴解練習では、フレーズの終りを聞き取るというタスクが簡単

なためか、7 回も 8 回も聞きたがった。その結果、日本語のイントネーションもよく分

かったようで、テスト後に見せたニュースのイントネーションを真似して、繰り返す学

生もいた。 
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6. まとめ 

結果が示すように、この方法により、学生の聴解能力は、向上した。１年間勉強すれ

ば、学生の聴解能力が向上するのは当然だという意見もあると思う。しかし、この聴解

練習を始める一年前に同じレベルの学生を教えた時に、教科書に沿って、単語の導入、

文法などを教えてから、学生に聞かせたのだが、スクリプトを見て答える学生が多かっ

た。つまり、聴いていない学生が多かった。その学生たちに、アンケートを取ったとこ

ろ、ニュースは、見ても聴いてもわからないから、見たり聞いたりしないと答える学生

が多かった。しかし、この聴解練習では、ひらがなによるスクリプトがあり、学生がフ

レーズの終わりの数字を答えるというように、タスク自体は、簡単である。 

また、中国語話者は、日本語の漢字を、中国語の発音で黙読している可能性があり、

音韻からの語認知に問題があるが、この聴解練習は、語認知を早くする効果があるので

はないかと思う。更に、中国語と日本語の漢字の読みには、音韻ルール 22が適用できる

場合もあり、慣れると日本語を聞いた時に、漢字が思い浮かぶこともあると思う。 

                                                       

このクラスに対する学生の評価は、意外なことに、好意的であった。明道大学では、

毎学期、学生にインターネット上で各教師の評価をさせている。各質問に対し、「かなり

同意する」、「やや同意する」、「どちらかと言えば同意する」、「どちらかと言えば同意し

ない」、「あまり同意しない」、「ほとんど同意しない」の選択肢の中から選ぶ。このクラ

スでは、毎週小テストを行っていたので、学生からの評価が低くなるだろうと筆者は、

考えていた。ところが、附録２の第 1 学期のアンケートの結果が示すように、6 点満点

で、平均 5 とあまり悪くなかった。 

また、「この教え方が好きだ」という意見に同意するかどうかという質問に、第 1 学期

では、「かなり同意する」という学生が、24 人中 12 人、「やや同意する」と言う学生が 6

人、「どちらかと言えば同意する」という学生が 2 人であり、否定的な選択肢を選んだ学

生は、4 人だけであった。第 2 学期においても、ほぼ同様で、23 人中 13 人が「かなり同

意する」を選択し、「どちらかと言えば同意しない」を選択した学生は 4 人だけであった。

学生が聴解能力の向上を自覚したのかもしれない。 

ロジェ・カイヨワ (1990) によると遊びの要素に「競争」があるという。筆者は、成績

のいい学生は、成績と名前を発表し、ほかの学生については、クラス内の自分の順位を

知ることができるように点数だけを発表した。そこで、学生たちは、いい成績をとろう

と競争するのが楽しかった可能性もある。また、テストの後、漢字などを競争するよう

にホワイトボードに書いていく様子を見ていると、楽しそうであった。 

ひらがな表示のスクリプトを聴解練習に用いることに関しては、筆者自身、これで聴

解の練習と言えるのだろうかという一抹の疑念があったが、学生の聴解能力の向上が見

られたこと、また、この聴解法を好きだという学生が多かったことから、有益な聴解練

習だと思われるので、新しい聴解練習として使用されることを願っている。 

 
22 音韻ルールの例：ピンインの“h”が日本語の「カ行音」となることが多い。（会 hui kai） 



北海道言語文化研究                                       北海道言語研究会 
No. 8, 13-32, 2010. 
 

この聴解練習について、台湾の学会で発表した (白井 2009) ところ、自分もこのよう

な方法で勉強したかったという意見があった。一方、既知語は聞き取れるが、未知語は

聞き取れないと、音声を聞きながらの辞書の使用を疑問視する声もあった。 

今後の研究として、違う言語で、分節化について調査してみたい。日本人中国語学習

者が、ローマ字のようなピンインスクリプトを見ながら、分節化の練習について調査し

てはどうだろうか。 

また、話し方によって、分節化を行う際の難易度が変わるのではないかと思っている。

抑揚の大きい話し方の方が小さい話し方より分節化を行いやすいのではないだろうか。

この点についても調査してみたいと思っている。 

更に、アクセントのタイプによって、分節化を行う際の難易度が違うかどうかについ

ても、調べてみたいと思っている。 
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